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　平成２６年１０月７日（火）午後１時から５時までアルカディア市ヶ谷私学会館において
第４９回定例会が行われた。

　環太平洋乳児教育学会ポスター発表報告
＜報告者＞第２聖心保育園　　永田　久史

　画像で環太平洋乳児教育学会の様子を説明後、バリ島施設見
学の報告があった。
＜施設見学＞
（１）ＡｎａＫ　Ｅｍａｓ　ＤａｙＣａｒe（日本の宗教法人のような施設）
　子どもの人数に対しての教員数は多く手厚い。この国では、イ
ンドネシア語とバリ語、英語の３つで文字を表しているカードが
あった。教材もカラフルなものが多く整理整頓してあり、教育に対
する熱心な姿勢が伺えた。
（２）Greeｎ　School
　シュタイナー教育をもとに自然環境と社会生活をどう共存させる
かを学び、幼児から高等学校までの子どもの自主性や想像力、
次世代のリーダーを育む、今注目のエコスクール。

＜環太平洋幼児教育学会に参加して＞
　２０１４年８月８日～１０日の３日間、インドネシアバリ島にて行わ
れたPECERA（環太平洋乳児教育学会）に参加し、保育ドキュメー
ションについてポスター発表をしてきた。これは昨年の「保育科学
研究第４巻」に掲載した「安全・安心ー地域と子どもの環境」の中
から全国各地に色水遊びのドキュメンテーションに対するアン
ケートを実施した部分を中心にまとめたものである。

スウェーデンの福祉の状況について
＜講師＞前・駐スウェーデン日本国全権大使　渡辺　芳樹氏

―変容する福祉国家スウェーデンの兆戦ー
１．スウェーデン今昔
　・何故、スウェーデンモデルに対する欧米諸国からの高い評価がでてきたのか
　　「正常」で持続可能な資本主義福祉国家の活力
　・今からまた何を学ぶか
　　次世代志向の人的投資、未来志向のIT社会活用投資



２．改革の荒波を経たスウェーデン
　　・増税による政策実現から減税による個々人の
　　　可処分所得増大（政治から経済）という路線への
　　　転換

３．社会保障の動向と軸足の転換
　・就労第一主義と高失業率の共存
　　失業者・病休者の扱いの厳しさ
　・出産離職とは無縁な働き方と子育て世代の活力支援

４．情報活用社会と個々人の強靭さ
　・過激なまでの個人主義と社会への強い信頼
　　自立と平等と他社の権利を尊重する我慢強さ

５．現代スウェーデンに学び考える
　・高齢者福祉とのバランスも図りつつ、政策の重点を子どもや子育てをしながら働く世代、
　　障害者への手厚い人的投資に移す
　・医療、介護、生活という個人情報の特徴に正面から向き合い克服し、ITの社会的活用による
　　改革を実行する
　・世界が注目する日本の少子高齢化、人口減少社会の克服の道筋

お知らせ

年次大会

平成２７年２月２３日（月）１３：００～
　　　　　　　　　２４日（火）１２：００まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　アルカディア市ヶ谷私学会館

教育保育サポートブック研修会

平成２７年２月２４日（火）１３：００～１７：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　アルカディア市ヶ谷私学会館

～次回～

皆様の参加お待ちしております。


